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《地域・企業・個⼈の災害対応と意思決定⽀援》
・リアルタイム被害把握・推定とG空間情報等との情報共有化
・災害時通信の混雑や途絶などを克服するための情報配信技術
・地域災害アプリ等の開発や社会実験による地域の対応⼒向上
・ロボット技術の展開による災害対応の実現

【内科・総・⽂・厚・農・経・国・防】

災害情報のリアルタイム共有化 【内科】

（レジリエンス情報ネットワークの構築）

予測力

対応
力

予防力

ⅱ）⾃然災害に対する強靱な社会の実現

アクションプラン対象施策の具体例
Ⅲ．世界に先駆けた次世代インフラの構築

⼤規模⾃然災害から国⺠の⽣命・財産や産業を守るため、レジリエンス（強靱性）を⾼め、
安⼼・安全な社会を⽬指す。

•災害に負けない「予防⼒」のあるインフラを整備し、災害の正体を知り迅速に察知する「予測⼒」の活⽤による災害情報の
リアルタイム共有化を図り、被害を最⼩限に⾷い⽌める「対応⼒」に繋げるシステムを構築する。

•このシステム化により、国、⾃治体、企業、個⼈という各階層での迅速な避難などの災害対応と早期の回復等を実現する。
•⺠間の資⾦やノウハウの活⽤による防災に関するインフラ整備事業や情報提供サービス産業の創出が期待される。

《 》

】

《耐震性向上との危険性事前把握》
・⽕災の危険性評価技術開発
・構造物の耐震性能向上
・地震後の残存性能評価技術開発

【内科・総・⽂・国】

《より迅速で⾼精度な情報取得》
地震・津波、豪⾬・⻯巻、⽕⼭等の
観測技術と、⽕災を含めた予測技術
の⾼度化 【内科・総・⽂・経・国】

実⼤三次元
震動破壊実験施設

地域連携
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システム化概要
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